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要　　旨　本研究の目的は小児看護学教育の演習の効果に関する先行研究を概観することで、小児看護学教
育における知識・技術・態度を培うための演習の在り方について検討することである。小児看護学
の演習に関する15の文献を、演習の効果について着目し、検討した結果、小児看護学演習は「子ど
もとのかかわりをイメージできる演習」「対象者の視点を理解する演習」「技術習得の演習」「知識を
活用して主体的に問題解決に取り組む演習」の４つの方法に分類できることがわかった。また、演
習だけでは技術の習得は難しいが、演習を通して子どもと家族に対する態度の形成、学生の自主性・
主体性を伸ばす効果について明らかにされていた。特に、発達段階にあわせた子どもの思いや状況
を理解すること、また学生の知識・技術・態度を培うための学習法としてグループ学習を組み入れ
た演習は有効であると考える。
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Ⅰ．はじめに

医療技術の急速な発展と高齢社会の進展により、
より安全で質の高い看護を求める声が高まるなか、
看護師一人ひとりの実践能力が求められ、我が国の
看護教育の高等教育化は急加速している。

文部科学省や厚生労働省は、看護実践能力の育
成・向上を主要課題にあげ、実践能力を看護技術の
習得という一面だけではなく、看護実践に必要な倫
理観や看護管理能力の保持、および専門職としての
学習態度形成など、多面的な要素を含んだ総合能力
としてとらえる考え方にシフトしている（高瀬, 
2011）。この課題に取り組む方策の一つとして、
ロールプレイ、模擬患者、OSCE（Objective 
Structured Clinical Examination） などのシミュ
レーションを取り入れた看護教育が活発に行われて

いる。特に、看護の統合力である看護実践能力を身
につけるための教育として、演習は重要な意味を
もっている。演習は臨地実習の事前準備として、で
きるだけ実際の対象を想定し、技術や対応を学ぶ重
要な場であり、重要な教育方法であると考える。

しかし、小児看護学の演習においては、実際の子
どもを対象とした演習が難しいため、モデル人形を
用いた演習が大半であること、子どもとの接触体験
が少ないため子どもとのかかわりのイメージが難し
いこと、などにより教育的効果を得難い現状にある。

そこで本研究では、小児看護学教育の演習の効果
に着目し、先行研究を概観することで、小児看護学
教育における知識・技術・態度を培うための演習の
在り方について検討する。
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Ⅱ．方法

１．文献の収集方法

小児看護学教育の演習に関する文献を収集した。
文献検索に用いたデータベースは、医学中央雑誌
Web版（Ver.5）であり、キーワードは「小児看護
学」「演習」「評価方法」で単独もしくは組み合わせ
て用い、2007年以降2013年４月までに発表された原
著論文を検索した。

２．検討方法

得られた文献の演習の目的・方法・評価方法・結
果を研究者間で確認し、①結果・考察に挙げられて
いる効果を１項目ごとに抽出する、②演習の効果を
方法の類似性に着目して分類、整理する、という２
段階の手続きをとった。

Ⅲ．結果

小児看護学における演習に関する文献として15文
献を得た。また、これらの演習を教育の効果という
視点で分類・整理した結果、大きく４つの方法に分
類された。
１）子どもとのかかわりをイメージできる演習

少子化の流れにより、子どもと触れ合う機会が少
ない学生にとって、実習で実際の子どもとかかわる
場面をイメージすることは難しい現状にある。

伊藤他（2012）は、学生が子どもとのかかわりを
イメージできるような独自のプログラムの開発を
行っている。演習を実施する各グループに、昨年、
実践課題を経験した上位学年次生が２人１組でアド
バイザーとして参加し、指導・評価を行う演習を実
施していた。学生が受け止めたこととその気づきを
分析した結果、バイタルサイン測定時の留意点や子
どもとのコミュニケーションのとり方について学ん
でいた。上位学年次生は、実習経験に基づく子ども
の特徴や動きなどの具体的な指導を行っており、実
際の子どもへの対応や声かけの必要性などを伝える
ことはできていた。しかし、上位学年次生自体が自

信をもってできる技術と捉えていない血圧測定は、
具体的な助言をするまでには至っていなかった。

服部他（2012）は、演習における学生の学びの特
徴を明らかにしていた。演習は、学生がバイタルサ
イン測定の手順を学ぶ教員によるデモンストレー
ション、測定方法を身につけるための学生同士の
ロールプレイ、教員がバイタルサイン測定に応じて
くれない患児役を演じる教員と学生によるロールプ
レイの３項目で構成されている。学生は技術の手技
を理解するだけでなく、「測定できるような工夫を
する」といった臨機応変な対応が必要であるという
小児看護の特徴についても学んでいたと報告してい
た。

野口他（2007）は、モデル人形を用いたバイタル
サイン測定の演習のみではなく、事前に録音した実
際の乳幼児の心拍音・呼吸音・血圧測定時のコロト
コフ音の聞き取りを実施した。さらに、演習後に治
療を受ける子どもの気持ちを理解し、協力が得られ
ない子どもへの対応を考えるためのビデオの視聴を
行っていた。学生の自己技術評価から、乳幼児の呼
吸音・心音・血圧測定時のコロトコフ音については、
学生が子どもの速い音・小さい音のイメージ化がで
き、数の測定や音の聞き分けができるようになると
いった効果があった。協力が得られない子どもへの
対応を考えるためのビデオの視聴は、子どもの気持
ちや人権を守ることの重要性を理解し、子どもの反
応に合わせた測定方法や援助方法を選択する必要性
の理解に効果があったとしている。一方で、実習時
の教員による技術評価では有意に上昇している項目
がなく、演習によって実際の測定場面をイメージ化
できても、実際の場面（実習場面）での技術習得に
は課題が残る結果であった。
２）対象者の視点を理解する演習

兒玉他（2009）は、模擬患者を養成する施設に母
親役の模擬患者を依頼し、コミュニケーション技術
の演習を行っている。演習では、学生が入院中の子
どもを心配する母親（模擬患者）とのやりとりを行
う場面を設定していた。学生全員が模擬患者との対
応を経験すること、また、演習後に学生の対応に対
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し、模擬患者から母親の視点でのフィードバックが
受けられるように工夫をしていた。学生の感想を分
析した結果、「緊張する体験」「一人ひとりが体験す
る学び」「コミュニケーションの難しさの再確認」
「観ることでの学び」「フィードバックによる気づ
き」という演習の効果と「２分間の限界」「実習へ
の不安」「場面設定の改善」という演習への課題を
明らかにした。模擬患者を導入した演習では、訓練
された模擬患者が母親役をすることでリアリティが
高まり、学生同士で演習を展開する場合よりも、よ
り真剣に取り組むことができる。さらに、模擬患者
からのフィードバックは、客観的な視点からの自己
の対応の振り返りが体験できるという利点がある。
コミュニケーションの難しさや緊張感は、臨地実習
で体験する感覚に類似しており、実習準備として貴
重な経験である。反面、緊張の高い学生にとっては
実習への不安を高める危険性があることも指摘した。

幼児視野メガネを使用した子ども体験演習（高橋, 
2009）では、リアルな子どもの視界を体験すること
による「怖さ」を実感することによって、事故に対
する指導意識が高まって行くことが明らかになった。
その一方で、「不慮の事故」の原因については「親
に原因がある」「子ども自身に原因がある」とする
解答が多く、ほとんどが個人の責任とする認識で
あった。
３）技術習得の演習

「技術習得の演習」では、複数の課題や項目の設
定、演習の実施時期の設定などが工夫されていた。

松井（2010）は、学内における小児看護技術演習
がその後の学生の臨地実習における技術習得にどの
ような効果をもたらしているかを検討していた。演
習は、「身体計測」「抱っこと授乳」「バイタルサイ
ン測定」「輸液療法」「経口与薬と吸入法」「全身清
拭」の６課題である。演習で看護技術が「習得でき
た」と回答した者と実習で経験した技術項目の関連
では、「バイタルサイン測定」のみにしか有意な関
連を認めなかった。演習は、子どもとのかかわりを
イメージできることにとどまり、実践的な個々の技
術については期待された効果がなかったとしている。

柏原他（2011）は、子どもの成長発達に応じた看
護技術の提供ができるための就職に向けた準備を目
的として、小児看護技術の卒業前演習を実施したこ
とを報告している。卒業1週間前に演習を希望した
６名の学生に対し、「与薬」「採血」「輸液管理」「吸
入」「吸引」「経管栄養」「浣腸」「腰椎穿刺・骨髄穿
刺」「事故防止」の９項目の演習を行った。卒業前
演習で行った小児看護技術のなかで学生が就職後に
役立つ技術として「採血」「輸液管理」「経管栄養」
を挙げていた。「わからない部分もきちんと解決す
ることができた」「今回の演習で就職前のすさまじ
い不安が少し減らせたと思う」「今日の演習を受け
て４月までに技術の勉強や基礎の勉強をしなければ
いけないと感じる良いきっかけになった」等の学生
の意見より、小児看護技術の卒業前演習は、学生の
就職前の不安の軽減とともに学習意欲を高める効果
が得られたとしている。

上山他（2009）は、小児看護学実習に事前演習を
取り入れていた。「バイタルサイン測定」や「身体
測定」は実習終了時の自己評価では達成できていた
が、実習での体験が少ない「腰椎穿刺」や「酸素療
法」については理解が十分でないため、自己学習の
強化の必要性を述べている。
４）知識を活用して主体的に問題解決に取り組む演習

学生が知識を活用して主体的に課題を達成する方
法としてグループ学習を取り入れた演習が行われて
いた。

石館他（2011）は、「５歳児の子どもに採血を説
明する紙芝居を作成する」という演習課題について
グループ学習を課し、学生にグループでの紙芝居の
作成および実演発表会を行わせていた。子どもの認
知発達に考慮した説明の仕方や、コミュニケーショ
ンのとり方など、講義した内容からグループでさら
に学習を深め発表するといった方法である。その結
果、子どもとのかかわりをイメージすることが容易
に図れた、主体的な学習の醸成につながったと効果
があった反面、グループ学習で学生相互の学びが強
固になったが、グループワークへの参加度にはばら
つきがみられたと報告している。
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今西（2010）は、主体的に学ぶ意思、態度、能力
である自己教育力の向上を意識し、グループ学習を
とりいれた演習を行っている。演習は、グループ学
習による資料作成、デモンストレーション内容の検
討、デモンストレーションの実施、学生間指導によ
るロールプレイである。学生の自由記述の学びの内
容を分析し、「（人形の）心拍がとても速かっ
た。・・・練習が必要だ。」「身体測定の時。動かれ
ると無理と思った。放課後に練習した。」「バイタル
サイン測定を実習室で友達と練習した。」「着替えの
練習を先輩に見てもらった。」「いとこ（３歳）に血
圧測定をさせてもらった。」「姪に臀部浴をした。」
などの記述より、自己課題と技術の獲得・向上に努
力する姿勢が表現されていた。このように、学生は、
演習を通して自らが課題を設定し、それを達成する
ための行動まで示していた。演習過程における学び
から新たな自己課題を明確化し、その課題達成にむ
けた学習行動がとれており、自発的課題は学習動機
になりやすいことが示された。

江口他（2012）は、グループ学習の効果の評価の
ために、グループ学習前後での学生の意見交換能力
を分析した。「グループメンバーとの意見交換能力
に関する質問」を独自に作成し、質問用紙を点数化
し因子分析を行った。「グループメンバーとの意見
交換能力」は、「発言する能力」「内容を理解する能
力」「意見を聞く能力」「グループ調整能力」で構成
され、グループ演習後には「発言する能力」が有意
に高まったことを明らかにした。一方で、意見を伝
えるだけでなく、質問をしたり、意見を討議にもっ
ていけるようなコミュニケーション、グループ調整
能力の向上が今後の課題であるとしている。

谷口他 （2012） は、実習で経験する頻度の高い技
術項目を含んだ２つの事例を設定し、臨地実習の直
前に演習を行った。事例は、感冒から哺乳不足とな
り、脱水の危機に対して持続点滴を実施している 
２か月児のバイタルサイン測定を含む観察と気管支
喘息で回復期の６歳児の清拭を小児用サークルベッ
ドで行うである。グループでそれぞれの事例に対し
て看護援助を考え、グループ内でロールプレイを行

い、実施後は、再度、グループで援助計画の内容や
実施の状況について振り返りを行い、新たな気づき
や問題を明確にしていた。技術演習後のレポートを
分析した結果、小児看護学実習の直前に行われる技
術演習によって、学生は看護技術ができた/できな
いだけでなく、子どもの特徴を踏まえて看護援助を
考える必要性、親を対象とした看護援助は、親の不
安の軽減だけでなく、親の育児能力が向上し子ども
の健康増進に役立つという視点でも学んでいた。ま
た、学生自身の学習者としての準備の必要性も学ん
でいた。このように演習での学びが看護技術の手技
の確認に留まらない理由として、事例に合わせた技
術の工夫、付き添う親について考える体験、振り返
りによる新たな課題の明確化等が必要な知識を確認、
統合することにつながったとしている。

Ⅳ．考察

１．小児看護学の演習の効果について

演習の効果について着目し文献を概観した結果、
小児看護学演習は「子どもとのかかわりをイメージ
できる演習」「対象者の視点を理解する演習」「技術
習得の演習」「知識を活用して主体的に問題解決に
取り組む演習」の４つの方法に分類できることがわ
かった。

小児看護学の演習では、実際の子どもを対象とし
た看護技術の演習が困難なため、モデル人形が使用
される。そのため、子どもの反応にあわせた看護技
術の習得は難しい現状がある。できるだけ、リアル
な子どもとのかかわりを提供する工夫として「子ど
もとのかかわりをイメージできる演習」「対象者の
視点を理解する演習」が行われていた。子どもとの
かかわりをイメージすることや対象者の視点に立つ
ことは、臨床で子どもとかかわるときのコミュニ
ケーションのとり方や子どもの反応にあわせること
の助けにはなっていたが、それだけでは小児看護学
の技術の習得にはつながっていない結果であった。
しかし、子どもとのかかわりのイメージがすすむこ
とで、子どもの理解力に応じたコミュニケーション
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の取り方や子どもの気持ちの表出への援助につなが
る。そのことは、看護技術の習得の有無だけでなく、
子どもと家族に対するかかわり方や態度の形成に役
立つと考える。

小児の看護技術は基礎看護学で履修した技術を基
本としているが、対象が子どもであるためにより専
門的な知識や配慮を要する技術といえる（松井, 
2010）。具体的には、発達段階に応じた測定器具と
測定方法、測定技術、発達段階や病状を考慮した臨
機応変な対応、発達に合わせたコミュニケーション
技術である。柏原他（2011）の演習に見られたよう
に、就職を意識した時期の希望者だけを対象とした
演習であれば、学生の動機付けは高く効果も顕著で
ある。しかし、従来からの方法である「技術習得の
演習」は、実践的な技術の習得も十分とは言えない
結果であった。

演習で示される課題に学生自身が考えて主体的に
演習に取り組むという「知識を活用して主体的に問
題解決に取り組む演習」では、グループ学習のスタ
イルが取られていた。グループ学習により、主体的
な学習の醸成や課題克服に向けての自発的行動が芽
生え、さらなる学習行動につながっていた。高瀬他
（2011）は、実践能力とは、単に個々の技術をこな
すことによって評価されるのではなく、その実践に
関与した思考や判断、態度などのすべての要素を考
慮すべきとしている。「知識を活用して主体的に問
題解決に取り組む演習」により、学生は課題の達成
だけでなく、そこに至るまでの思考や判断、態度す
べてが学びになり、自主性・主体性を伸ばす結果に
なったと考える。小児看護学における知識・技術・
態度を培うためにグループ学習による「知識を活用
して主体的に問題解決に取り組む演習」は有効な教
育方法であると考える。

しかし、グループでの学習のため、グループワー
クに積極的に参加できなかった学生にとっては、学
びが不完全になってしまう恐れがある。グル―プ学
習を効果的に行うためには、まず、演習課題をしっ
かりと意識づけさせ、学生間での目的意識を統一さ
せる必要がある。課題達成のために動機づけが高め

られるような課題の設定の工夫、グループメンバー
間の学びの不均一をどのように是正するか教員側の
力量も試される。

２ ．これからの小児看護学における演習の在り方に

ついて

現在の大学における小児看護学教育は、看護基礎
教育の平成２年と９年に行われた二度のカリキュラ
ム改正により演習・実習時間数が改正前の半分にま
で減少している（野口他, 2007）。子どもとのかかわ
りをイメージすることが難しく教育的効果を得難い
現状の中で、今回、小児看護学の演習における教育
の効果に着目した。

小児看護学の演習は、看護技術の習得にのみ結果
を求めるのではなく、「子どもとのかかわりをイ
メージできるような演習」や「対象者の視点を理解
する演習」を通して、子どもと家族に対する態度の
形成、「知識を活用して主体的に問題解決に取り組
む演習」により学生の自主性・主体性を伸ばす効果
について、複数の文献が示されていた。発達段階に
あわせた子どもの思いや状況を理解すること、また
子どもの最善の利益を考え、子どもと家族が自己決
定できるよう援助するための基本的な知識や態度を
踏まえた技術が実践では求められており、演習を計
画する上でも重要な視点である。そのような知識・
技術・態度を培うための学習法としてグループ学習
を取り入れた演習は有効であると考える。従来から
の受け身の演習ではなく、自ら考えグループで意見
を出し合い課題を設定することで、学生は主体的に
新たな疑問や課題を設定するといった積み重ねが生
まれ、さらなる学習意欲の向上が知識や技術の習得
につながると考える。

Ⅴ．おわりに

今回、分析対象とした15文献で行われていた演習
は、子どもとのかかわりをイメージできるようなプ
ログラムや現実体験の取り入れ、技術の習得、学生
の主体性の向上等、教育者が日々の教育の中で創意
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工夫している実践が報告されていた。今後は、グ
ループ学習を取り入れた演習の課題を客観的評価で
明らかにし、小児看護学教育における知識・技術・
態度を培うための演習の効果について、さらなる検
討をすすめる必要がある。
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